
motivation
 QGP媒質の動的性質を知りたい(輸送現象、分散関係など)
実時間の情報が必要
 第一原理計算(Lattice QCD)
虚時間相関関数から実時間相関関数への解析接続は難しい
Maximum entropy method
 MEMから見積もることができる量
 スペクトル関数のビークの重心運動量依存性 ⇒ 分散関係
 スペクトル関数の重みの運動量依存性 ⇒ 束縛状態の安
定性
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Maximum Entropy Method
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Result
分散関係

ピークのウェイトの
運動量依存性


